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皇帝ナポレオン 

① 1800 年、国家財政を担うため、ナポレオンによって設立された中央銀行は何か。 

② 1801 年ナポレオンが、革命によって断絶していたローマ教皇との関係を修復した和約を何と呼ぶか。 

③ 1802 年制定の法で、中等・高等教育で国家の介入によって、中央集権の統制が強まり、何が確立されたか。 

④ 第２回の対仏大同盟を解消させた、1802 年にイギリスとフランスのあいだで結ばれた和訳は何か。 

⑤ 上記④の成功を背景に、ナポレオンが国民投票で就任した地位は何か。 

⑥ 革命で確立された法原理を盛り込んで、1804年３月に制定されたフランス民法典は何か。 

⑦ 1804 年５月からの、ナポレオン１世の皇帝即位に始まる軍事独裁の政体を何と呼ぶか。 

⑧ 上記⑦の樹立を機に、イギリス首相ピットの提唱で結成された軍事同盟は何か。 

⑨ ナポレオンのイギリス上陸作戦を断念させた、地中海出入り口の西北沖で戦われた海戦は何か。 

⑩ 上記⑨で戦死したが、イギリスを勝利させた提督は誰か。 

⑪ 1805 年 12 月、ナポレオンがロシア・オーストリア両軍を撃破、三帝会戦とも呼ばれた戦いは何か。 

⑫ 1806 年、ナポレオンを盟主として成立した、西南ドイツ諸邦の同盟は何か。 

⑬ 上記⑫が脱退を宣言したため、962年から続いてきた帝国が名実ともに消滅した。その国名は何か。 

⑭ 1806 年 11 月、イギリスに経済的打撃を与える目的でナポレオンが出したベルリン勅令は何と呼ばれるか。 

⑮ 1807 年 7 月、ナポレオンがプロイセン・ロシアと結んだ講和条約は何か。 

⑯ 上記⑮により旧ポーランド領に成立された、ナポレオンの傀儡国家は何か。 

⑰ ナポレオンの兄ジョゼフの国王即位に抗議して、1808 年から各地でゲリラ戦を展開した国はどこか。 

⑱ 1814 年に、ナポレオン軍に抵抗するマドリード市民が描いたゴヤの絵画の題名は何か。 

⑲ ナポレオン軍占領下のベルリンで、ドイツの民族意識を高揚させる講演を行った哲学者は誰か。 

⑳ 上記⑲による連続講演の題名は何か。 

㉑ ティルジット条約締結後、ある国で一連の「上からの改革」が実施された。その国はどこか。 

㉒ ティルジット条約後、ともに首相となり、農民解放や行政機構の改革、営業の自由化など、この国の近代化 

  を推進した２人の指導者は誰か。 

㉓ プロイセン改革の中央政策であったものは何か。 

㉔ 1812 年、イギリスへの穀物輸出再開に対する制裁として、ナポレオンが大遠征を行い失敗した国はどこか。 

㉕ 1813 年～1814 年、ヨーロッパ諸国が参加して行われた、ナポレオン体制打倒の戦争の総称は何か。 

㉖ 諸国民戦争とも呼ばれる上記㉕のうち最大の決戦で 1813年に同盟軍がナポレオン軍に大勝した戦いは何か。 

㉗ 1814 年からナポレオンが幽閉された島はどこか。 

㉘ ナポレオンの上記㉗の流刑を受けて帰国し、国王に即位したルイ１６世の弟はどこか。 

㉙ 1815 年６月、皇帝に復位したナポレオン軍が連合軍に完敗した最後の戦いは何か。 

㉚ 1815 年 3 月から６月までの、ナポレオンの一時的支配を何というか。 

㉛ 再退位後にナポレオンが流された、南大西洋上の孤島はどこか。 

ウィーン体制 

① 1814 年 9 月～15年 6月、フランス革命とナポレオンによる戦争の処理のために開かれた国際会議は何か。 

② 上記①の進行を風刺したことばは何か。 

③ 上記①を主催した人物は誰か。 

④ フランス革命の主権と領土を正統とみなすとした、会議の基本原則は何か。 

⑤ 上記④を提唱したフランスの外相は誰か。 

⑥ 会議のもう一つの原則となった、一国の強大化を防ぎ、各国の均衡をはかる外交思想は何か。 

 

 


